


















































査当時）との共同で実施した。2007 年調査および 2015 年調査については，地域環境社会学研究会と「び














1999 年調査 2007 年調査 2015 年調査
調査対象者数
（会員数） 392 人 363 人 324 人
回答者数 203 人 228 人 223 人
回収率 51.8％ 62.8％ 68.8％
地域環境 NPOの会員構成の変化
－ 25 －






























































































































































































心に応じて参加している」の割合がやや増加しているが，1999 年調査と 2007 年調査の間に比べ，
その変化は比較的小さなものとなっている。




の理由によるものと考えられる。2007 年調査と 2015 年調査の間においては，「あいさつをする






















































































「びわこ豊穣の郷」においては，経年変化でみると，1999 年から 2015 年までの間において継
続的に変化している項目と 1999 年から 2007 年までの間の一時的な変化にとどまる項目が確認で
きた（図 9）。1999 年から 2015 年までの間において継続的に変化している項目としては，「男性」
































































































































検証』（研究代表者：野田浩資〔京都府立大学〕，2014 ～ 2016 年度）による研究成果の一部である。
（2015 年 10 月 1 日受理）
（やまぞえ　しろう　滋賀県日野町役場総務課主査）
（つかもと　としゆき　福井県立大学看護福祉学部准教授）
（しもうら　しんぺい　高知大学地域協働学部准教授）
（のだ　ひろし　京都府立大学公共政策学部准教授）
